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京
都
（

→ 

Ｗ
ｅ
ｂ
）
「
ヲ
シ
テ
講
習
会
」 

９
５
回
目 

令
和
５
年

２

０

２

３

１
１
月
１
８
日 

池
田 

満 
１
１
代
の
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
天
皇
）
さ
ま
は
、
お
元
気
で
す
。
９
９
歳
で
帰
京
な
さ
い
ま
し

た
。 カ

ミ
ヨ
の
時
代
の
長

寿
は
、
別
格
と
考
え
る
ほ

ど
で
す
。 

カ
ミ
ヨ
は
遠
い
昔
の

話
と
し
て
も
、
ち
ょ
っ
と

昔
の
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
（
ヒ

ト
ノ
ヨ
の
７
代
孝
霊
天
皇
）

の

時
代
で
も
驚
く
長
寿
で
し
た
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ま
の
頃
の
長
寿
は
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

ザ
っ
と
、
今
思
い
出
し
ま
す
だ
け
で

も
、
フ
ト
ニ
の
キ
ミ
（
孝
霊
天
皇
）
は
８
８

歳
で
富
士
山
登
山
を
な
さ
い
ま
し
た
。 

イ
カ
シ
コ
メ
さ
ん
（
ク
ニ
ク
ル
さ
ま
（
ヒ
ト

ノ
ヨ
の
８
代
孝
元
天
皇
）
の
キ
サ
キ
の
イ
キ
シ
コ
メ

さ
ん
、
フ
ト
ヒ
ヒ
さ
ま
（
ヒ
ト
ノ
ヨ
の
９
代
開
化
天
皇
）

の
ウ
チ
ミ
ヤ
（
正
皇
后
）
）
は
１
８
９
歳
で
の
お

元
気
の
ご
様
子
。 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ま
は
１
３
３
歳
で

東
国
巡
幸
を
な
さ
い
ま
し
た
。 
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３
８
、
ヒ
シ
ロ
の
ヨ 

ク
マ
ソ
う
つ 

ア
ヤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
二
代 

景
行
天
皇 

 

三
分
割
の
上
の
後
半 

 
 

 

３
８
‐
５
１ 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
）
の
ス
ヘ
ラ
ギ
は
、
な
お
、
ツ
ク
シ
（
九
州
）
の
全
土
に
安
定
を
齎
（
も
た

ら
）
す
為
に
、
６
年
の
間
（
景
行
１
２
年
か
ら
１
７
年
ま
で
）
タ
カ
ヤ
の
ミ
ヤ
（
西
都
市

さ
い
と
し 

都
於
郡

と
の
こ
お
り

、
黒
貫
寺

の
近
く
。
す
ご
い
竹
藪
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
近
く
に
は
塩
水
の
冷
泉
が
あ
り
ま
す
。
鹿
野
田
神
社
（
か
の
だ

神
社
）
西
都
市
大
字
鹿
野
田
）
に
お
わ
し
ま
す
の
で
し
た
。 

 

ミ
ハ
カ
セ
ヒ
メ
を
ウ
チ
サ
マ
【
１
例
の
み
、
詳
細
は
未
詳
、
ウ
チ
キ
サ
キ
に
準
じ
る
か
】
に
な
さ
い
ま
し

て
、
ト
ヨ
ク
ニ
ワ
ケ
の
ミ
コ
（
皇
子
）
を
儲
け
ら
れ
ま
し
た
。
母
子
と
も
に
、
ツ
ク
シ
に
留
ま
っ
て
ク
ニ
ツ

コ
と
な
り
ま
す
。 

３
８
‐
５
２ 

１
７
年
（
ア
ス
ス
８
０
４
年
）
の
ヤ
ヨ
ヒ
（
３
月
）
１
１
日
に
、
コ
ユ
カ
タ
の
ニ
モ
ノ
（
西
都
原
古

墳
の
と
こ
ろ
）
に
ミ
ユ
キ
な
さ
い
ま
す
。
東
に
は
妻
神
社
が
位
置
し
て
い
ま
す
。
ス
ヘ
ラ
ギ
は
、
キ
（
東
）
を

臨
み
見
ら
れ
て
昔
の
歴
史
を
省
み
て
仰
し
ゃ
い
ま
す
。 

３
８
‐
５
３ 

「
ミ
ヲ
ヤ
ア
マ
キ
ミ
（
１
０
代
ニ
ニ
キ
ネ
）
は
、
ツ
ク
シ
の
農
業
改
善
に
尽
力
な
さ
っ
た
後
に
、

タ
カ
チ
ホ
の
ミ
ネ
（
霧
島
山
）
に
お
登
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
カ
ミ
ア
ガ
リ
（
崩
御
）
な
さ
い
ま
し

た
。 

 

 

ヒ
ノ
ヤ
マ
（
富
士
山
）
の
朝
日
に
向
か
っ
て
、
お
キ
サ
キ
さ
ん
の
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
ご
墓
所
に

向
き
合
う
形
で
す
。
カ
ミ
・
シ
モ
（
カ
モ
）
を
恵
む
カ
ミ
（
先
祖
）
と
成
ら
れ
ま
し
た
の
で
し
た
。
主
祭
し

て
い
る
ワ
ケ
イ
カ
ツ
チ
の
ミ
ヤ
（
京
都
、
上
賀
茂
）
の
ク
ニ
の
名
も
此
れ
に
因
ん
で
、「
カ
モ
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。 

「
カ
」
と
言
い
ま
す
の
は
カ
ミ
（
祖
先
）
の
遍
く
照
ら
す
で
す
。「
モ
」
は
シ
モ
の
ア
オ
ヒ
ト
ク
サ
（
国

民
）
を
恵
ま
ん
と
な
さ
い
ま
す
こ
と
で
す
。
ナ
ル
カ
ミ
（
雷
雨
）
の
雨
の
程
の
良
い
よ
う
に
と
、
火
と
水
と

を
別
け
て
祭
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
、
ミ
ソ
ロ
の
池
な
ど
も
あ
っ
て
、
穀
物
の
収
穫
は
豊
か
に
な
り

ま
す
。
タ
ミ
（
国
民
）
を
賑
わ
せ
る
イ
サ
オ
シ
（
功
績
）
こ
そ
は
、
カ
モ
・
ワ
ケ
ツ
チ
（
ニ
ニ
キ
ネ
）
の
カ

ン
コ
コ
ロ
な
の
で
す
」 

３
８
‐
５
６ 

こ
の
よ
う
に
、
思
し
召
さ
れ
ま
し
て
カ
ミ
マ
ツ
リ
（
ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん
を
お
祭
り
）
を
な
さ
い
ま
す

の
で
し
た
。
そ
し
て
、
ミ
ヤ
コ
の
空
を
ナ
カ
ム
（
眺
む
・
詠
む
）
み
ウ
タ
を
お
詠
み
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

は
し
き
よ
し 

わ
き
へ
の
か
た
ゆ 

 
 

 
 

 
 

 

く
も
い
た
ち 

く
も
は
や
ま
と
の 

 
 

 
 

 
 

 

く
に
の
ま
ほ 

ま
た
た
な
ひ
く
は 

 
 

 
 

 
 

 

あ
お
か
き
の 

や
ま
も
こ
も
れ
る 
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や
ま
し
ろ
は 

い
の
ち
の
ま
そ
よ 

 
 

 
 

 
 

 

け
む
ひ
せ
は 

た
た
み
こ
お
も
え 

 
 

 
 

 
 

 

く
の
や
ま
の 

し
ら
か
し
が
ゑ
お
（
を
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

う
す
に
さ
せ
こ
の
こ 

 

 

シ
ラ
カ
シ
の
新
芽
は
し
っ
と
り
ツ
ヤ
ツ
ヤ
と
し
て
美
し
い
で
す
。
コ
コ
ロ

ハ
の
よ
う
に
ウ
ス
（
髻
華
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
）
に
付
け
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

ど
う
し
て
シ
ラ
カ
シ
の
枝
が
重
ん
じ
ら
れ
る
の
か
、
不
思
議
で
す
。
タ
ケ

ヒ
ト
（
神
武
天
皇
）
キ
ミ
の
ミ
ヤ
コ
に
定
め
ら
れ
た
カ
シ
ハ
ラ
と
、
シ
ラ
カ

シ
、
共
に
ヲ
シ
テ
文
字
の
意
味
で
考
え
る
と
解
答
が
出
て
き
そ
う
で
す
。「
カ

は
カ
ミ
の
あ
ま
ね
く
て
ら
す
」
の
感
覚
と
同
一
線
上
の
事
と
言
え
ま
す
で
し

ょ
う
。 

３
８
‐
５
８ 

１
８
年
（
ア
ス
ス
８
０
５
年
）
の
ヤ
ヨ
ヒ(

３
月
）
に
ミ
ヤ
コ
へ
の
帰
路
の
方
々
、
ツ
ク
シ
の
南
か

ら
西
側
を
ミ
ユ
キ
に
な
ら
れ
ま
す
。
ヒ
ナ
モ
リ
の
イ
ワ
セ
ガ
ワ
（
都
城
市
）
に
至
り
ま
す
と
、
遥
か
向
こ
う

に
人
群
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ト
・
ヒ
ナ
モ
リ
に
仔
細
を
調
べ
に
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
オ
ト
・
ヒ
ナ
モ

リ
が
戻
っ
て
報
告
し
ま
す
。 

 

「
モ
ロ
の
ア
ガ
タ
の
ヌ
シ
や
人
達
が
オ
オ
ミ
ケ
（
ご
馳
走
）
を
捧
げ
よ
う
と
し
て
、
イ
ツ
ミ
メ
の
ヤ
（
屋

敷
）
に
て
集
ま
っ
て
の
用
意
で
す
」 

 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
た
ち
一
行
は
、
歓
待
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
８
‐
６
０ 

ウ
ツ
キ
（
４
月
）
３
日
に
ク
マ
ノ
カ
タ
（
球
磨
郡
の
あ
た
り
、
人
吉
市
）
に
至
り
ま
す
。
オ
サ
（
長
）

の
ク
マ
ツ
ヒ
コ
の
兄
弟
を
召
し
ま
す
。
で
す
が
、
ヱ
（
兄
）
は
詣
で
来
ま
し
た
が
、
ト
（
弟
）
は
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
、
ト
ミ
（
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
の
ト
ミ
）
と
ア
ニ
（
ヱ
・
ク
マ
ツ
ヒ
コ
）
と
に
諭
さ
せ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
で
す
が
、
頑
な
に
弟
の
ク
マ
ツ
ヒ
コ
は
来
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
殺

さ
し
め
た
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
８
‐
６
１ 

ウ
ツ
キ
（
４
月
）
２
０
日
に
、
球
磨
川
の
下
流
の
ア
シ
キ
タ
（
八
代
市
芦
北
）

に
至
り
ま
す
。
ア
シ
キ
タ
の
コ
ジ
マ
に
て
日
照
り
に
暑
か
っ
た
の
で
水
を
乞
わ
れ
ま

す
。
ヤ
マ
ヘ
の
コ
ヒ
タ
リ
は
水
が
無
か
っ
た
の
で
、
ア
メ
に
祈
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

岩
角
に
清
水
が
湧
き
出
ま
し
た
。
不
思
議
な
小
島
で
す
。
球
磨
川
の
河
口
近
く
の
小

島
に
、
清
水
が
湧
き
出
て
い
る
の
で
す
。
後
の
時
代
の
『
万
葉
集
』
に
も
何
首
も
詠

ま
れ
て
い
ま
す
。
コ
ヒ
タ
リ
が
こ
の
水
を
捧
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん

は
そ
の
コ
ジ
マ
を
ミ
ツ
シ
マ
（
水
島
）
と
命
名
な
さ
い
ま
し
た
。 

３
８
‐
６
３ 

サ
ツ
キ
（
５
月
）
１
日
に
船
を
走
ら
せ
て
ヤ
ツ
シ
ロ
の
湾
の
中
へ
入
り
ま
し

た
。
日
が
暮
れ
て
し
ま
い
、
行
き
着
く
べ
き
岸
辺
が
ど
っ
ち
な
の
か
判
ら
な
く
な
り

ま
し
た
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
火
の
光
る
と
こ
へ
指
せ
」 

 

ミ
コ
ト
ノ
リ
の
ま
ま
に
行
き
ま
す
。
岸
に
上
が
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
問
い
ま

す
と
、 
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「
ヤ
ツ
シ
ロ
の
ト
ヨ
ム
ラ
」
（
今
の
八
代
市
の
と
こ
ろ
） 

 
と
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
さ
ら
に
尋
ね
ま
す
。 

 

「
焚
く
火
は
何
か
？
」 

 

そ
れ
に
は
、 

 

「
ヌ
シ
居
ら
ず
。
ヒ
ト
の
火
な
ら
ず
」 

 

と
答
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
「
シ
ラ
ヌ
ヒ
の
ク
ニ
」
と
お
名
付
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
。 

３
８
‐
６
５ 

セ
ミ
ナ
（
６
月
）
３
日
に
タ
カ
ク
の
ア
ガ
タ
（
長
崎
県
の
諫
早
市
・
島
原
市
の
あ
た
り
）
か
ら
の

船
渡
し
で
す
。
タ
マ
キ
ナ
ム
ラ
（
熊
本
県
の
玉
名
市
の
あ
た
り
）
に
渡
海
な
さ
っ
て
ツ
チ
ク
モ
の
ツ
ツ
ラ

を
殺
し
て
進
み
ま
す
。 

３
８
‐
６
６ 

１
６
日
に
は
ア
ソ
ク
ニ
（
熊
本
県
の
阿
蘇
市
）
に
至
り
ま
す
。
ヨ
モ
（
四
方
）
が
広
く
て
家
居
が

見
え
な
い
の
で
し
た
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
が
「
ヒ
ト
あ
り
や
？
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
と
、
二
人
の
カ
ミ

（
指
導
者
）
が
現
れ
ま
す
。 

 

「
ア
ソ
ツ
ヒ
コ
と
ア
ソ
ツ
ヒ
メ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
キ
ミ
よ
「
ヒ
ト
無
き
や
」
と
は
」 

 

と
言
っ
て
現
れ
ま
し
た
。
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
が
」
尋
ね
ま
す
。 

 

「
た
れ
そ
」 

 

ア
ソ
ツ
ヒ
コ
は
答
え
ま
す
。 

 

「
ヤ
シ
ロ
は
や
ぶ
れ
て
（
壊
れ
て
）
し
ま
い
ま
し
た
」（
２
０
１
６
年
に
も
熊
本
地
震
） 

 

ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
が
ミ
コ
ト
ノ
リ
し
て
、
ヤ
シ
ロ
を
再
建
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
の
阿
蘇
神
社
・

国
造
神
社
に
つ
な
が
る
。
カ
ミ
（
ア
ソ
ツ
ヒ
コ
及
び
そ
の
ご
先
祖
さ
ん
、
ま
た
、
ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん
や
、
も
っ

と
遡
っ
て
の
イ
サ
ナ
ギ
・
イ
サ
ナ
ミ
さ
ま
、
さ
ら
に
は
、
ア
メ
・
カ
カ
ミ
カ
ミ
（
ホ
２
‐
２
３
）
な
ど
な
ど
）

が
守
る
事
に
な
り
家
居
は
繁
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
８
‐
６
８ 

ア
フ
ミ
（
７
月
）
４
日
に
ツ
ク
シ
（
筑
紫
）
の
チ
ノ
チ
の
タ
カ
タ
ミ
ヤ
（
三
池
郡
、
大
牟
田
市
の

あ
た
り
）
に
て
オ
ホ
ミ
ケ
と
言
う
大
樹
が
倒
れ
ま
し
た
。
樹
の
長
さ
は
９
７
０
タ
ケ
（
丈
）
で
し
た
。
人
々

は
踏
み
行
き
つ
つ
歌
う
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 

あ
さ
し
も
の 

ミ
ケ
の
さ
お
は
し 

 
 

 
 

 

マ
ヘ
ツ
キ
ミ 

い
や
わ
た
ら
す
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ミ
ケ
の
さ
お
は
し 

 

キ
ミ
が
問
い
ま
す
と
、
ヲ
キ
ナ
が
答
え
ま
す
。 

 

「
樹
は
ク
ヌ
キ
で
御
座
い
ま
す
。
倒
れ
ぬ
前
に
は
朝
日
の
陰
は
キ
シ
マ
ネ
（
キ
シ
マ
峰
、
杵
島
郡
武
雄

市
）
に
あ
り
ま
し
た
。
夕
日
陰
は
ア
ソ
ヤ
マ
（
阿
蘇
山
）
を
覆
う
の
で
し
た
。
カ
ミ
の
ミ
ケ
（
大
木
の
意

味
）
と
言
っ
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
」 

 

そ
こ
で
、 

「
ク
ニ
の
名
も
ミ
ケ
と
名
付
け
よ
う
」
（
三
池
の
地
名
） 

 

と
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
ミ
コ
ト
ノ
リ
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
し
た
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 
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３
８
‐
７
１ 

ヤ
ツ
メ
を
越
え
て
マ
エ
ヤ
マ
の
ア
ワ
ミ
サ
キ
（
八
女
市
・
筑
後
市
の
あ
た
り
）
を
ご
覧
に
な
ら
れ

た
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
た
た
み
、
う
る
わ
し
。
カ
ミ
（
指
導
者
）
あ
り
や
？ 

」 

 

ミ
ヌ
サ
ル
ヲ
ウ
ミ
【
人
名
か
？
】
が
申
し
ま
す
。 

 

「
ヤ
ツ
メ
ヒ
メ
カ
ミ
が
ミ
ネ
に
あ
り
」
（
八
女
の
地
名
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
８
‐
７
３ 

ホ
ツ
ミ
（
８
月
）
に
イ
ク
ハ
ム
ラ
（
福
岡
県
浮
羽
郡
、
う
き
は
市
）
に
至
り
ま
す
。
村
の
ヌ
シ
達

が
歓
迎
の
ミ
ケ
（
食
事
）
を
差
し
上
げ
る
日
に
カ
シ
ハ
テ
・
ヘ
（
後
の
善
部
・
大
善
部
）
が
ミ
サ
ラ
（
皿
）

を
忘
れ
た
の
で
し
た
。
イ
ク
ハ
ム
ラ
の
オ
サ
（
長
）
が
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
昔
、
ア
メ
ミ
コ
（
ニ
ニ
キ
ネ
さ
ん
）
の
ミ
カ
リ
（
行
幸
）
の
日
に
、
此
処
に
て
ミ
ケ
を
為
し
た
の
で
し

た
が
、
カ
シ
ハ
テ
（
後
の
善
部
・
大
善
部
）
が
ウ
ク
ハ
を
忘
れ
た
事
が
あ
り
ま
し
て
、
ウ
ク
ハ
ム
ラ
と
呼
ば

れ
ま
す
。
ク
ニ
・
コ
ト
ハ
（
方
言
）
で
ミ
サ
ラ
を
此
処
で
は
ウ
ク
ハ
と
か
ヰ
ハ
と
言
い
ま
す
。（
再
び
の
皿

忘
れ
の
出
来
事
は
）
何
と
も
目
出
度
い
タ
メ
シ
（
故
事
）
で
御
座
い
ま
す
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
８
‐
７
５ 

１
９
年
（
ア
ス
ス
８
０
６
年
）
ナ
カ
（
ナ
ガ
ツ
キ
、
ナ
カ
ツ
キ
、
９
月
）
８
日
に
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ

さ
ん
（
景
行
天
皇
）
は
マ
キ
ム
キ
の
ミ
ヤ
に
お
戻
り
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
９
９
歳
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
８
‐
７
５ 

２
０
年
（
ア
ス
ス
８
０
７
年
）
の
サ
ミ
ヱ
（
２
７
）
の
キ
サ
ラ
キ
（
２
月
）
４
日
に
、
ヰ
モ
ノ
ヒ

メ
（
ク
ス
コ
）
を
イ
セ
の
カ
ミ
（
伊
勢
神
宮
）
に
お
祭
り
に
赴
か
せ
ま
す
。（
ヰ
モ
ノ
ヒ
メ
は
、
カ
マ
ハ
タ
ト
ヘ
の

ミ
コ
の
イ
ワ
ツ
ク
ワ
ケ
の
娘
さ
ん
で
す
）
ツ
ク
シ
の
乱
を
平
定
し
た
ご
報
告
と
お
礼
で
す
。
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
１
０

８
歳
に
て
、
ヰ
モ
ノ
ヒ
メ
の
到
着
を
お
喜
び
で
し
た
。（
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
、
イ
ク
メ
の
キ
ミ
（
垂
仁
天
皇
）
の
キ
サ
キ
の

カ
ク
ヤ
ヒ
メ
の
ヒ
メ
ミ
コ
で
す
）
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

「
ヨ
ハ
イ
（
年
齢
）
が
も
は
や
至
っ
て
き
ま
し
た
、
ま
さ
に
、
私
は
老
い
ま
し
た
。
我
が
ヤ
ソ
モ
ノ
ヘ

（
８
０
の
職
掌
）
と
ソ
フ
（
１
２
）
の
司
を
ヰ
モ
ノ
ヒ
メ
に
移
し
て
仕
え
し
め
ま
し
ょ
う
」 

 

３
代
目
に
な
る
ミ
ツ
エ
シ
ロ
と
し
て
の
代
替
わ
り
の
出
来
事
で
し
た
。
ヰ
モ
ノ
ヒ
メ
さ
ん
が
お
就
（
つ
）

き
に
な
り
ま
す
。
ク
ス
コ
（
ヰ
モ
ノ
ヒ
メ
）
を
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
の
ミ
ツ
エ
シ
ロ
と
な
さ
い
ま
す
の

で
し
た
。
タ
ケ
の
ミ
ヤ
ヰ
（
明
和
町
斎
宮
）
に
て
つ
つ
し
み
て
仕
え
て
は
ん
へ
る
（
侍
る
）
ヰ
モ
ノ
ヒ
メ
さ

ん
で
す
。
ミ
ツ
エ
シ
ロ
は
、
こ
れ
で
３
代
に
な
り
ま
す
。
初
代
が
ト
ヨ
ス
キ
ヒ
メ
さ
ん
で
す
。
２
代
目
は
、

有
名
な
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
さ
ん
で
す
。
そ
し
て
、
３
代
目
に
ヰ
モ
ノ
ヒ
メ
さ
ん
が
ミ
ツ
エ
シ
ロ
に
な
ら
れ
ま

す
。 

３
８
‐
７
８ 

２
代
目
の
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
さ
ん
は
引
退
な
さ
い
ま
し
て
、
ウ
チ
・
ハ
タ
ト
ノ
の
イ
ソ
ミ
ヤ
（
伊
勢
市

磯
町
）
を
お
開
き
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
シ
ツ
カ
（
静
か
）
に
ヒ
の
カ
ミ
（
ア
マ
テ
ル
カ
ミ
）
を
お
祭
り

な
さ
い
ま
す
。
引
退
し
て
も
、
な
お
、
お
勤
め
な
さ
い
ま
す
の
で
御
座
い
ま
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

３
８
‐
７
９ 

２
５
年
（
ア
ス
ス
８
１
２
年
）
の
フ
ミ
（
７
月
）
１
日
に
、
タ
ケ
ウ
チ
マ
ロ
（
タ
ケ
ウ
チ
）
に
ホ

ツ
マ
の
シ
ル
ヘ
（
調
る
べ
）
の
ミ
コ
ト
ノ
リ
が
出
さ
れ
ま
す
。
東
北
・
関
東
の
状
況
を
視
察
す
る
使
者
が
タ

ケ
ウ
チ
の
役
目
で
す
。
タ
ケ
ウ
チ
は
、
８
代
ス
ヘ
ラ
ギ
の
ク
ニ
ク
ル
（
孝
元
天
皇
）
と
イ
カ
シ
コ
メ
と
の
間

に
生
ま
れ
た
オ
シ
マ
コ
ト
の
孫
に
あ
た
り
ま
す
。 

３
８
‐
７
９ 

タ
ケ
ウ
チ
は
、
北
か
ら
巡
り
ま
し
た
。
ツ
カ
ル
（
津
軽
）
か
ら
ヒ
タ
カ
ミ
に
、
そ
し
て
カ
ク
の
ヤ
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カ
タ
（
神
奈
川
県
厚
木
市
小
野
、
小
野
神
社
）
に
と
巡
り
ま
し
た
。 

カ
ク
の
ヤ
カ
タ
で
、
当
主
の
カ
ク
・
モ
ト
ヒ
コ
に
ク
ニ
シ
ル
（
古
い
歴
史
）
の
ミ
チ
（
古
い
時
代
の
道

理
、
物
語
）
を
聞
き
ま
す
。
モ
ト
ヒ
コ
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
の
は
、
ク
ニ
シ
ル
の
ミ
チ
の
ひ
と
つ
と
し
て

の
「
カ
ミ
ノ
リ
・
カ
ヰ
の
ア
ヤ
」
で
し
た
。 

  
 

 
 

 

・ 
 

 
 

 
 

 

・ 

 

３
８
‐
８
０ 

 
 

カ
ミ
・
ノ
リ
・
カ
ヰ
の
ア
ヤ 

 
 

（
祖
先
祭
り
の
粥
の
ア
ヤ
） 

 

ネ
の
ク
ニ
の
オ
ホ
ギ
（
６
代
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
タ
カ
キ
ネ
、
タ
カ
ギ
）
の
祭
る
カ
ミ
（
祖
先
）
へ
の
お
供

え
の
ミ
ケ
の
事
は
次
の
よ
う
で
し
た
。（
ト
ヨ
ケ
カ
ミ
の
後
継
者
の
タ
カ
ギ
さ
ん
は
、
故
あ
っ
て
ネ
ノ
ク
ニ

を
妻
の
シ
ラ
ヤ
マ
ヒ
メ
（
イ
サ
ナ
ギ
さ
ん
の
姉
（
あ
る
い
は
妹
））
と
共
に
治
め
ま
し
た
。
そ
の
タ
カ
ギ
さ

ん
の
祖
先
祭
り
の
ミ
ケ
の
内
容
で
す
） 

 

ネ
・
シ
モ
（
ネ
の
月
、
霜
の
月
、
１
１
月
）
の
末
の
弓
張
り
月
（
半
月
、
２
３
日
）
に
お
祭
り
す
る
カ
ミ
・

ノ
リ
・
カ
ヰ
は
、
ク
ロ
マ
メ
と
、
ウ
ム
ギ
（
貝
か
？
）
と
、
ス
メ
（
小
豆
か
？
）
と
、
ナ
ナ
の
ヨ
ネ
（
七
種

類
の
穀
物
？ 

７
升
？
）
で
す
。
カ
ヰ
（
粥
）
に
炊
（
か
し
）
ぎ
ま
し
て
、
ウ
ケ
ミ
タ
マ
と
ヰ
・
ハ
シ
ラ
（
５

柱
）
を
祭
り
ま
す
。
（
後
の
霜
月
粥
と
呼
ば
れ
ま
す
） 

 

年
越
え
（
節
分
）
は
、
ウ
ム
ギ
（
貝
か
？
）
と
、
ス
メ
（
小
豆
か
？
）
と
、
ヨ
ネ
（
お
米
）
ム
マ
ス
（
６

升
）
で
炊
（
か
し
）
ぎ
ま
す
。
ト
シ
ノ
リ
の
ヤ
マ
サ
カ
ミ
（
キ
ツ
ヲ
サ
ネ
、
ア
ミ
ヤ
シ
ナ
ウ
と
、
ウ
ツ
ロ
ヰ

な
ど
の
８
神
）
を
祭
り
、
オ
ニ
・
ヤ
ラ
ヰ
（
鬼
払
い
）
を
し
ま
す
。 

 

 

ム
ツ
キ
（
１
月
）
の
ナ
ア
サ
（
７
日
の
朝
）
に
は
、
ナ
ナ
ク
サ
の
ミ
ソ
（
七
草
の
粥
）
を
お
供
え
し
て
、

ヰ
ク
ラ
（
遠
い
先
祖
、
こ
こ
ろ
の
５
ク
ラ
）
を
祭
り
ま
す
。 

 

ム
ツ
キ
（
１
月
）
の
モ
チ
（
１
５
日
）
の
朝
に
は
、
ム
ワ
タ
・
マ
ツ
リ
（
近
い
先
祖
、
内
臓
器
の
ま
つ
り
）

の
ヨ
ネ
（
お
米
）
と
ス
メ
（
小
豆
か
？
）
の
カ
ヰ
（
粥
）
を
お
供
え
し
ま
す
。 

 

ツ
チ
ギ
ミ
（
サ
ル
タ
ヒ
コ
）
の
シ
ム
の
マ
ツ
リ
（
為
し
行
く
力
の
祭
り
）
は
、
栄
え
ゆ
く
芽
と
し
て
サ
カ

メ
の
七
種
類
の
草
の
新
芽
を
、
ヨ
ネ
（
お
米
）
と
炊
（
か
し
）
ぎ
ま
す
。
ア
マ
（
天
地
開
闢
の
以
来
の
）
コ

（
９
神
）
の
カ
ミ
か
ら
の
伝
統
の
ミ
シ
ル
・
カ
ヰ
（
身
を
為
し
来
た
り
て
の
事
を
、
実
現
さ
せ
・
知
る
、

粥
）
で
す
。
ミ
（
実
、
身
体
、
生
じ
て
来
る
こ
と
）
を
知
る
た
め
の
ワ
サ
（
業
、
行
事
）
で
す
。 

 

こ
れ
ら
を
、
イ
ク
サ
ワ
（
幾
久
し
く
永
遠
）
に
し
て
、
年
長
ら
え
て
こ
そ
を
喜
び
の
、
ミ
チ
の
し
る
べ

と
」 

３
８
‐
８
５ 

こ
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
フ
ミ
が
「
カ
ミ
・
ノ
リ
・
カ
ヰ
の
ア
ヤ
」
で
す
。
カ
ク
・
モ
ト
ヒ
コ
か
ら

習
っ
て
、
世
々
に
伝
え
る
事
に
な
っ
た
タ
ケ
ウ
チ
は
、
自
分
自
身
も
遂
に
長
ら
い
得
る
（
長
寿
）
の
ミ
チ
を

得
た
の
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
８
‐
８
６ 

ネ
・
こ
こ
ろ
（
本
音
の
と
こ
ろ
）
を
、
明
か
し
て
帰
っ
て
き
た
タ
ケ
ウ
チ
は
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
に

報
告
し
ま
す
。
２
７
年
（
ア
ス
ス
８
１
４
年
）
の
キ
（
キ
サ
ラ
ギ
、
２
月
）
１
３
日
の
事
で
し
た
。 

 

ア
ス
ス
７
７
８
年
か
ら
行
っ
た
タ
シ
マ
モ
リ
の
時
と
は
世
相
が
様
変
わ
り
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

「
ヒ
タ
カ
ミ
は
、
メ
ヲ
（
女
・
男
）
の
子
も
カ
ミ
（
昔
の
風
習
）
の
ア
ケ
マ
キ
（
髪
を
上
げ
巻
く
ヘ
ア
ー

ス
タ
イ
ル
、
総
角
）
に
し
て
い
ま
す
。
身
を
ア
ヤ
ト
リ
（
彩
色
の
装
飾
を
す
る
）
し
て
、
イ
サ
ミ
（
我
こ
そ

は
、
朝
廷
何
す
る
も
の
ぞ
と
、
と
勇
み
。
）
立
っ
て
い
ま
す
。 
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こ
れ
は
、
す
で
に
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。 

ヱ
ミ
シ
（
上
を
上
と
も
思
わ
な
い
、
見
に
く
い
。
醜
い
）
の

人
達
と
呼
ぶ
と
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
で
す
。 

 

そ
こ
は
、
ク
ニ
（
国
情
）
も
良
い
よ
う
で
す
。
伝
統
の
歴
史
を
考
え
ま
し
た
ら
ば
、
ミ
ツ
ホ
（
租
税
）
を

出
し
て
も
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
頑
（
か
た
く
）
な
に
、
断
じ
て
奉
（
ま
つ
ろ
）
わ
な
い
の
で
し

た
ら
、
ト
ル
（
平
定
す
る
）
の
も
然
る
べ
き
こ
と
で
御
座
い
ま
し
ょ
う
」 

 

さ
て
、
ヒ
タ
カ
ミ
の
方
は
そ
の
よ
う
な
事
で
し
た
。
国
家
建
国
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
た
場
合
、

か
た
く
な
な
態
度
は
、
問
題
で
す
。
何
故
な
ら
ば
、
諸
外
国
か
ら
の
侵
略
が
目
の
当
た
り
に
も
迫
り
つ
つ

あ
る
、
そ
う
い
っ
た
、
国
際
情
勢
が
、
の
ん
き
な
ま
ま
の
我
が
国
国
内
の
事
情
を
許
容
し
て
は
く
れ
な
い

の
で
す
。 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

 

一
方
、
ツ
ク
シ
（
九
州
）
で
は
、
ク
マ
ソ
が
ま
た
叛
（
そ
む
）
い
た
と
の
報
告
が
ミ
ヤ
コ
に
到
着
し
ま
し

た
。
東
も
西
も
、
大
変
な
状
況
に
陥
り
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。 

３
８
‐
８
７ 

２
７
年
（
ア
ス
ス
８
１
４
年
）
の
カ
ナ
ツ
キ
（
１
０
月
）
１
３
日
に
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
は
ミ
コ

ト
ノ
リ
を
出
さ
れ
ま
し
て
、
コ
ウ
ス
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
）
ミ
コ
に
討
た
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
さ
い
ま
す
。
コ

ウ
ス
ミ
コ
は
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
良
き
ヰ
テ
（
イ
テ
・
射
手
）
を
あ
ら
ば
連
れ
ん
と
」 

 

侍
る
人
達
は
言
い
ま
す
。 

 

「
ミ
ノ
の
オ
ト
ヒ
コ
が
秀
で
て
い
る
と
評
判
で
す
」 

 

そ
こ
で
、
カ
ツ
ラ
キ
の
ミ
ヤ
ト
【
人
名
か
？ 

詳
細
は
未
詳
】
を
遣
わ
し
て
召
し
ま
す
。
す
る
と
、
オ
ト

ヒ
コ
は
、
イ
シ
ウ
ラ
と
、
ヨ
コ
タ
テ
、
タ
コ
ヰ
ナ
キ
、
チ
チ
が
イ
ナ
キ
を
引
き
連
れ
て
ミ
ヤ
コ
に
上
っ
て
来

ま
し
た
。 

３
８
‐
９
０ 

シ
ハ
ス
（
１
２
月
）
に
、
コ
ウ
ス
の
ミ
コ
は
出
発
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

 

さ
て
、
ク
マ
ソ
の
境
（
宮
崎
県
西
都
市
妻
、
都
万
神
社
の
付
近
）
に
到
着
し
ま
し
て
、
様
子
を
伺
い
ま
す

と
、
ク
マ
ソ
タ
ケ
ル
と
自
称
も
し
て
い
る
ト
リ
イ
シ
カ
ヤ
達
は
川
上
の
要
の
所
に
要
塞
を
築
い
て
い
ま
し

た
。
タ
ケ
ル
の
ヤ
カ
ラ
（
暴
力
に
長
け
た
人
々
）
が
群
れ
寄
り
ま
し
て
、
も
う
、
勝
ち
誇
っ
た
か
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
し
た
。
若
い
ひ
よ
っ
こ
か
何
ん
か
が
来
て
も
今
度
は
そ
う
は
ゆ
か
な
い
。
と
。
慢
心
で
安
心
し

き
っ
た
、
ト
リ
イ
シ
カ
ヤ
達
で
し
た
。
も
う
、
大
宴
会
の
準
備
に
忙
し
い
有
様
で
し
た
。 

３
８
‐
９
１ 

コ
ウ
ス
キ
ミ
は
決
死
の
覚
悟
で
、
若
い
乙
女
の
姿
に
女
装
を
し
て
ツ
ル
ギ
を
隠
し
持
っ
て
、
宴
会

に
ひ
と
り
潜
入
し
ま
す
。
ツ
ル
ギ
を
隠
し
て
い
る
の
が
知
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
決
死
の
潜
入
で
す
。
コ
ウ
ス
キ
ミ
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
）
は
、
宴
会
に
行
く
乙
女
た
ち
の
群
れ
に
紛
れ
ま

す
。
お
肌
も
若
々
し
い
２
６
歳
の
コ
ウ
ス
ミ
コ
は
何
と
か
上
手
く
紛
れ
て
、
ハ
ナ
ム
シ
ロ
（
宴
会
場
）
に
入

り
ま
し
た
。
盛
大
な
宴
会
も
夜
更
け
に
な
っ
て
、
ク
マ
ソ
タ
ケ
ル
た
ち
は
酔
い
つ
ぶ
れ
て
眠
り
ま
し
た
。

コ
ウ
ス
キ
ミ
は
、
隠
し
持
っ
て
い
た
ツ
ル
ギ
を
取
り
出
し
て
、
ト
リ
イ
シ
カ
ヤ
（
ク
マ
ソ
・
タ
ケ
ル
）
の
胸

に
刺
し
通
し
ま
し
た
。 

３
８
‐
９
３ 

ク
マ
ソ
タ
ケ
ル
（
ト
リ
イ
シ
カ
ヤ
）
が
言
い
ま
す
。 

 

「
今
し
ば
し
、
ツ
ル
ギ
を
止
め
よ
。
コ
ト
（
話
）
あ
り
」 

 

コ
ウ
ス
キ
ミ
が
、
待
ち
ま
す
と
タ
ケ
ル
が
続
け
ま
す
。 

 

「
ナ
ン
チ
（
汝
）
は
た
れ
ひ
と
そ
（
誰
、
何
方
な
の
か
？
）」 

 

コ
ウ
ス
キ
ミ
が
答
え
ま
す
。 

 

「
ス
ヘ
ラ
ギ
の
子
の
コ
ウ
ス
な
り
」 

 

タ
ケ
ル
が
言
い
ま
す
。 
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「
我
は
、
こ
れ
ま
で
ク
ニ
（
国
中
）
の
ツ
ワ
モ
ノ
（
力
の
強
い
者
）
も
モ
ロ
ヒ
ト
（
諸
人
）
も
、
我
に
は

過
ぎ
ず
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
、
従
わ
な
い
者
は
無
か
っ
た
の
で
し
た
。
キ
ミ
の
如
く
の
者
あ
ら
ず
。 

 

ヤ
ツ
コ
（
自
分
を
言
う
、
謙
（
へ
り
く
だ
）
っ
た
言
い
方
）
が
捧
ぐ
名
を
召
す
や
？
」 

 

コ
ウ
ス
キ
ミ
が
頷
き
ま
す
と
、
ト
リ
イ
シ
カ
ヤ
（
タ
ケ
ル
）
が
言
い
ま
す
。 

３
８
‐
９
６ 

「
今
よ
り
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
と
ぞ
、
名
乗
ら
せ
（
給
え
）
」 

 

と
、
言
い
つ
つ
ト
リ
イ
シ
カ
ヤ
（
タ
ケ
ル
）
は
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・ 

 

自
陣
に
戻
っ
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
（
コ
ウ
ス
キ
ミ
）
は
、
ミ
ノ
の
オ
ト
ヒ
コ
を
使
わ
し
て
、
ト
リ
イ
シ
カ
ヤ

（
ク
マ
ソ
タ
ケ
ル
）
の
残
党
を
討
ち
収
め
さ
せ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

・ 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

３
８
‐
９
７ 

ツ
ク
シ
か
ら
の
帰
路
の
途
上
で
、
ア
ナ
ト
（
吉
備
か
？ 

下
関
か
？
）
と
、
キ
ヒ
（
吉
備
）
に
て

海
賊
行
為
を
働
く
者
達
を
成
敗
な
さ
い
ま
す
。
ま
た
、
ナ
ミ
ハ
（
大
阪
）
の
カ
シ
ハ
（
淀
川
の
河
口
付
近

か
？ 

柏
原
市
付
近
か
？
）
で
の
悪
党
た
ち
も
成
敗
な
さ
い
ま
す
。 

３
８
‐
９
８ 

ヤ
マ
ト
タ
ケ
さ
ん
は
、
２
８
年
の
キ
サ
ラ
（
２
月
）
１
日
に
、
マ
キ
ム
キ
の
ミ
ヤ
コ
に
帰
り
ま
す
。

ヤ
マ
ト
タ
ケ
さ
ん
２
７
歳
。
そ
し
て
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
さ
ん
に
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

「
ス
ヘ
ラ
ギ
の
ミ
タ
マ
に
拠
り
て
ク
マ
ソ
ら
を
、
ひ
た
（
ひ
た
ぶ
る
）
に
殺
し
て
フ
ツ
ク
（
悉
く
）
ム
ケ

（
平
定
し
て
）
ま
し
た
。
ニ
シ
（
西
）
は
事
無
く
収
ま
り
ま
し
た
。 

 

た
た
、
キ
ヒ
（
吉
備
）
の
ア
ナ
ト
と
、
ナ
ミ
ハ
（
大
阪
）
の
カ
シ
ハ
の
あ
た
り
に
、
悪
し
き
イ
キ
吹
き
道

行
く
も
ワ
サ
ワ
ヒ
（
災
い
）
を
求
む
ア
フ
レ
モ
ノ
（
あ
ぶ
れ
者
）
が
居
ま
し
て
、
こ
れ
も
ム
ケ
（
平
定
）
ま

し
た
。
ウ
ミ
（
海
路
）
と
、
ク
カ
（
陸
の
路
）
と
の
道
を
開
い
て
参
り
ま
し
た
」 

 

時
に
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
天
皇
）
さ
ん
は
ク
ニ
ム
ケ
の
イ
サ
オ
シ
（
功
績
）
を
お
褒
め
に
な
ら
れ
て
賜

物
を
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
さ
ん
に
お
授
け
に
な
り
ま
す
の
で
し
た
。 


